
 緑豊かな憩いの場の整備　～　橿原・かしはら　～　　　
平成22年度　～　平成25年度　（4年間） 橿原市

・１人当たりの都市公園面積を6.6㎡/人から8.0㎡/人に向上 　

・公園の整備や緑化の推進に対する満足度を－0.5％から＋5％に向上

（H22当初） （H23末） （H25末）
１人あたりの都市公園面積
 =都市公園の供用面積／橿原市人口　（㎡／人）

市民アンケート調査による「公園の整備や緑化の推進」の満足度を調査する。
　 　

-0.50% 0.00% 5.00%

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25

1-A-2 公園 一般 橿原市 直接 都市公園事業（植山古墳公園） 橿原市 30.0 5.0 30.0 50.0  115

1-A-4 公園 一般 橿原市 直接 橿原市 171.0 223.0  394 　

合計 509

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

計画の名称
交付対象

公園整備(1.9ha)

Ｃ 197 百万円Ｂ

交付対象事業

0  

計画の目標

7㎡/人

中間目標値

　

効果促進事業費の割合

　

満足度（A-B)＝ 「満足率」A（「満足」、「やや満足」と答えた人の割合％）－「不満足率」B（「やや不満」、「不満」と答えた人の割
合％）

Ａ 百万円百万円

市町村名

平成25年2月26日

　
8㎡/人

最終目標値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

6.6㎡/人
 

当初現況値

社会資本総合整備計画（市街地整備）

全体事業費
（百万円）

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
27.9%  

計画の期間

 魅力的かつ安全安心な都市公園整備を図ることにより、地域住民が交流を深める場としてのまちづくりを推進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

橿原市 都市公園事業（新沢千塚古墳群公園）

全体事業費

事業内容

（事業箇所）
事業者

要素となる事業名

橿原市

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

706 509 百万円

用地購入、公園整備

事業実施期間（年度）事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25

1-C-2 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 5.0 190.0   195

1-C-3 活動支援 一般 橿原市 直接 橿原市 0.8 0.8 0.8  2

合計  197

番号 備考

1-C-2 1-A-4と一体的に実施。都市公園事業にあわせ、橿原市独自の歴史・文化の拠点施設を整備し、魅力的な空間の創出を図る。

1-C-3 1-A-1、1-A-2と一体的に実施。橿原運動公園、植山古墳をはじめとする橿原市内の公園等、公共的な施設の花づくりを支援し、緑化の推進を図る。

災害に強く安全で安心な都市公園づくり　～　橿原・かしはら　～（防災・安全）

交付 備考
対象

1-A'-1 公園  橿原市  橿原市      392 防災・安全移行先

1-A'-3 公園  橿原市  橿原市      234 防災・安全移行先

1-A'-4 公園  橿原市  橿原市    250 防災・安全移行先

1-A-5 公園 橿原市 橿原市 16 事業計画の策定による

1-C'-1 施設整備  橿原市   橿原市公園内施設等整備   橿原市      28 防災・安全移行先

1-C'-4 施設整備  橿原市  災害資材備蓄整備事業  橿原市     19 防災・安全移行先

番号

全体事業費
（百万円）

要素となる事業名

要素となる事業名

全体事業費
（百万円）

市町村名
港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者
事業内容

市町村名

橿原市

その他関連する事業

（事業箇所）

公園等、公共的な場所における花づくり支援　花いっぱい運動推進事業

歴史資料館の改修

橿原市

要素となる事業名番号 事業者

14.9%47

延床1,270㎡

事業内容

（延長・面積等）

 

 

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

計画等の名称

事業種別

892

市町村名

(C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C'))0

 都市公園事業（新沢千塚古墳群公園）

橿原市公園施設長寿命化計画策定業務

Ｃ’

 都市公園事業（橿原運動公園）

Ａ’ Ｂ’

 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

 

 


